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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】シャフトと、複数のヘッドとを着脱自在に固定
するヘッド固定手段を設けたゴルフパター組み立てセッ
トにおいて、ヘッド固定手段を、螺子止め式ではないも
のにして、ヘッドのシャフトへの取付けを簡単かつ埃等
の汚れが入らないゴルフパター組み立てセットを提供す
る。　
【解決手段】シャフト２に複数のヘッド５，６，７を選
択的に取り付けるために、シャフトの先端にヘッドを着
脱自在に固定するヘッド固定手段を設けたものにおいて
、前記ヘッド固定手段は、シャフトの先端からシャフト
の軸方向に突出形成された係合部3を、ヘッドに設けら
れた有天円筒状の係合孔５ｄに遊嵌せしめた状態で、前
記シャフトを軸回りに回転することにより、前記係合部
を外径方向に拡張して前記係合孔の内周面を押圧し、こ
れによってヘッドをシャフトに固定するよう構成した。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　シャフトと、複数のヘッドと、シャフトの先端に設けられて前記複数のヘッドから選択
されたヘッドを着脱自在に固定するヘッド固定手段とからなるゴルフパター組み立てセッ
トにおいて、前記ヘッド固定手段は、シャフトの先端からシャフトの軸方向に突出形成さ
れた係合部を、ヘッドに設けられた有天円筒状の係合孔に遊嵌せしめた状態で、前記シャ
フトを軸回りに回転することにより外径方向に拡張して前記係合孔の内周面を押圧するこ
とでヘッドをシャフトに固定するように構成したことを特徴とするゴルフパター組み立て
セット。
【請求項２】
　ヘッド固定手段は、前記外径方向に拡縮自在な係合部と、シャフトの先端に支持される
ボルト部と、該ボルト部に螺合し、ボルト部に対する相対回動で進退移動して係合部の拡
縮をするための傾斜面が外周面に形成されたナット部とを備えたものに構成したことを特
徴とする請求項１記載のゴルフパター組み立てセット。
【請求項３】
　係合部は、拡縮するべく先端から切欠かれた切欠き孔が少なくとも一本形成された円筒
体からなり、ナット部は、先端側ほど大径になった截頭円錐状の傾斜面が形成され、係合
部に対して基端側に移動させることで該係合部に内嵌していって係合部の拡縮をするべく
構成されていることを特徴とする請求項２記載のゴルフパター組み立てセット。
【請求項４】
　係合部に形成される切欠き孔は、対角線上に四本設けられた長孔であることを特徴とす
る請求項３に記載のゴルフパター組み立てセット。
【請求項５】
　ナット部は、係合孔の孔奥端に当接することでシャフトとの共回りが規制されるように
構成されていることを特徴とする請求項２乃至４のいずれか1記載のゴルフパター組み立
てセット。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、シャフトとヘッドが着脱自在になっていて、複数用意されたヘッドを自在に
交換して使用できるように構成されたゴルフパター組み立てセットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ゴルフパターは、シャフトとヘッドとが一体となったものとして構成されるも
のであるが、ヘッドには種々の形状のものがあり、プレイヤーは、プレイ当日の好みや体
調にあったものを使用したいという欲求がある。
　しかるに、その日の好みや体調に応じてゴルフパターを選べるようにするには、複数の
異なる形状のゴルフパターを買い揃えなければならず、どうしても費用が嵩んでしまい、
また保存やメンテナンス等の管理も煩雑となってしまう。
　そこで、シャフトとヘッドとを着脱自在に構成し、シャフトとヘッドとの間に複数のス
ペーサを介在させて、シャフトを所望の長さに設定することができるものが知られている
。(特許文献１)
【特許文献１】実用新案登録第３１３７７０５号
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　このものは、シャフトとヘッドとの間にスペーサを介在させてゴルフパターの長さ調節
を行うための開示ではあるが、シャフトに対してヘッドのみを交換する技術として用いる
ことも可能である。ところが、このものでは、シャフトとスペーサ、スペーサ同士、或い
はスペーサとヘッドとの係合を雄雌嵌合する螺子止めによって締結するものであるため、



(3) JP 3144928 U 2008.9.18

10

20

30

40

50

プレイ中に緩んでヘッドがガタついてしまったり或いは外れてしまう等の不具合が生じる
惧れがあり、これを回避するためには、螺子体と螺子穴とを深く螺合させなければならず
、螺子止めに時間がかかってしまうという問題があった。また、ゴルフは外で行うスポー
ツであることからどうしても螺子穴にごみが入り込んで円滑な螺子止めの支障になるとい
う問題があり、ここに本考案が解決せんとする課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本考案は、上記の如き実情に鑑みこれらの課題を解決することを目的として創作された
ものであって、請求項１の考案は、シャフトと、複数のヘッドと、シャフトの先端に設け
られて前記複数のヘッドから選択されたヘッドを着脱自在に固定するヘッド固定手段とか
らなるゴルフパター組み立てセットにおいて、前記ヘッド固定手段は、シャフトの先端か
らシャフトの軸方向に突出形成された係合部を、ヘッドに設けられた有天円筒状の係合孔
に遊嵌せしめた状態で、前記シャフトを軸回りに回転することにより外径方向に拡張して
前記係合孔の内周面を押圧することでヘッドをシャフトに固定するように構成したことを
特徴とするゴルフパター組み立てセットである。
　請求項２の考案は、ヘッド固定手段は、前記外径方向に拡縮自在な係合部と、シャフト
の先端に支持されるボルト部と、該ボルト部に螺合し、ボルト部に対する相対回動で進退
移動して係合部の拡縮をするための傾斜面が外周面に形成されたナット部とを備えたもの
に構成したことを特徴とする請求項１記載のゴルフパター組み立てセットである。
　請求項３の考案は、係合部は、拡縮するべく先端から切欠かれた切欠き孔が少なくとも
一本形成された円筒体からなり、ナット部は、先端側ほど大径になった截頭円錐状の傾斜
面が形成され、係合部に対して基端側に移動させることで該係合部に内嵌していって係合
部の拡縮をするべく構成されていることを特徴とする請求項２記載のゴルフパター組み立
てセットである。
　請求項４の考案は、係合部に形成される切欠き孔は、対角線上に四本設けられた長孔で
あることを特徴とする請求項３に記載のゴルフパター組み立てセットである。
　請求項５の考案は、ナット部は、係合孔の孔奥端に当接することでシャフトとの共回り
が規制されるように構成されていることを特徴とする請求項２乃至４いずれか１記載のゴ
ルフパター組み立てセットである。
【考案の効果】
【０００５】
　請求項１の考案とすることで、１本のシャフトに対し、複数あるヘッドのなかから選択
したヘッドを取付け固定できるものでありながら、該ヘッドの固定は、螺子止めではなく
、シャフトをヘッドに対し回転させることに伴い係合部がシャフト外径方向に拡張して係
合孔の内周面を押圧することで行われる結果、固定操作が簡単かつ迅速にできるだけでな
く、係合孔に多少のゴミが入っても固定に影響を与えることがなく、確実なヘッド固定が
できることになる。
　請求項２の考案とすることで、ナット部をボルト部に対してわずかに相対回動させるだ
けで、係合部が拡縮してヘッドがシャフトに固定されるため、短時間の作業でありながら
、ヘッドのシャフトへの固定が簡単かつ確実に出来る。
　請求項３の考案とすることで、係合部の拡縮はナット部の係合部への内嵌によってなさ
れるため、ナット部のわずかな移動によってヘッドがシャフトに固定され、取付け作業時
間の短縮化が図れる。
　請求項４の考案とすることで、係合部の拡縮は、シャフト外径方向に均等な押圧で作用
するものとすることが出来、ヘッドのシャフトに対する固定をより安定したものにするこ
とが出来る。
　請求項５の考案とすることで、ナット部がシャフトとの共回りが規制された状態でボル
ト部に螺合されるため、シャフトのわずかな回転で確実に係合部と係合孔が係合し、ヘッ
ドのシャフトへの固定をより安定したものにすることが出来る。
【考案を実施するための最良の形態】
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【０００６】
　次に本考案の実施形態の一つを図面に基づいて説明する。
　１は、本考案が実施された形態のゴルフパターであって、該ゴルフパター１を構成する
中空状のシャフト２の先端には後述する係合部３が設けられ、基端にはグリップ４が設け
られている。一方、５、６、７はそれぞれヘッドであって、これらヘッド５、６、７の何
れか１を選択し、該選択したヘッド５、６または７を前記係合部３を介してシャフト２に
着脱自在に固定できるようになっており、以下、この固定構造について詳述する。
　因みに、選択できるヘッドの数は特に本実施の形態のように３個に限定されるものでは
なく、必要において２個以上の複数に設定できることはいうまでもない。また、本実施の
形態では固定されるヘッドの向きが一定でないため、グリップ４を断面円形状にして方向
性をなくしている。
【０００７】
　８はシャフト２の先端が嵌入して固着される有底筒状のソケットであって、該ソケット
８の底部（先端部）８ａには螺子孔８ｂが刻設されている。尚、９はソケット８をシャフ
ト２に補強固定するためのソケット固定リングである。
　１０はボルト部であって、該ボルト部１０は、基端側に前記螺子孔８ｂに螺入して緊締
（固定）するための螺子溝１０ａが刻設され、先端側に後述するナット部１１が螺入する
螺子部１０ｂが刻設され、中間部には大径になったフランジ部（鍔部）１０ｃが形成され
ている。そして該ボルト部１０は、前記螺子溝１０ａを螺子孔８ｂに螺入緊締することで
シャフト２の先端部に固定されている。
【０００８】
　前記係合部3は、円筒形状をしていて肉厚状の基端部３ａと肉薄状（薄板状）の先端部
３ｂとで一体形成されるが、係合部３は、内径が前記フランジ部１０ｃの外径よりも大き
くなっていて、前記シャフト２に固定されたボルト部１０の先端側から基端部３ａを遊嵌
状に挿入組み付けできるようになっている。
　つまり、係合部３は、ソケット固定リング９に当接するまでボルト部１０の先端側から
挿入した基端部３ａについて、フランジ部１０ｃよりも基端側部位を外周側からカシメて
該カシメ部３ｄが形成され、これによってカシメ部３ｄの内周はフランジ部１０ｃよりも
基端側部位において該フランジ部１０ｃよりも小径ではあるがボルト部１０のフランジ部
１０ｃから基端側の部位よりは僅かに大径になっていて、係合部３はフランジ部１０ｃに
対して抜止めされる（軸方向の移動規制がなされる）状態ではあるがボルト部１０に対し
ては軸回り方向に回転自在に組み付けられている。そしてこれによって、係合部３の先端
部３ｂの内周面は、螺子部１０ｂの外周面との間に所定の間隙Ｈを有している（図２及び
図３参照）。また、先端部３ｂには、先端側から切欠かれた軸方向に直線状の切欠き孔（
長孔）３ｃが周回り方向等間隔に４本刻設されており（図４参照）、これによって先端部
３ｂは内外径方向に拡縮変形できる構成になっている。
【０００９】
　１１は截頭円錐状のナット部であって、該ナット部１１の外周面には、先端側ほど大径
になった傾斜面１１ａが形成されている。また、ナット部１１の内周面には、螺子孔１１
ｂが刻設されており、前述したボルト部１０の先端側螺子部１０ｂに螺入するようになっ
ている（図５参照）。
【００１０】
　一方、前記ヘッド５、６、７は、それぞれゴルフボールに当接するフェース面５ａ、６
ａ、７ａと地表側面であるソール面５ｂ、６ｂ、７ｂ及びシャフト２に組み付けられるべ
く突出した突起部５ｃ、６ｃ、７ｃによって構成される。該突起部５ｃ、６ｃ、７ｃの先
端には、前述の係合部３、ボルト部１０及びボルト部１０に螺入したナット部１１が挿入
されるべく、有天円筒状の係合孔５ｄ、６ｄ、７ｄが穿設されている。
【００１１】
　叙述の如く構成された本考案の実施の形態において、シャフト２に複数のヘッドから所
望のヘッド、本実施形態ではヘッド５を選んだ場合について説明するが、まず、ボルト部
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１０の先端側螺子部１０ｂにナット部１１を螺入していくと、該ナット部１１は、小径に
なった基端側傾斜面１１ａが前記間隙Ｈに入り込む状態で基端側に移動し、やがてナット
部傾斜面１１ａの中間部が係合部３の先端内面に当接する（図６（Ａ）参照）。
【００１２】
　この状態で、係合部３をヘッド５に形成の係合孔５ｄに対してナット部先端１１ｃが突
き当たるまで挿入する。するとナット部先端１１ｃがこの孔奥端に当接することによって
ナット部１１は共回り回動が規制された状態になり、この状態でシャフト２を回転させる
と、ナット部１１に対してボルト部１０が相対回動することになってナット部１１はシャ
フト基端側に移動する。すると、ナット部傾斜面１１ａは、大径側部位が次第に間隙Ｈ内
に入り込んでいき、これによって係合部先端部３ｂは外径方向に拡張していって係合孔５
ｄの内周面に弾圧状（押圧状）に当接し（図６（Ｂ）参照）、これによって、係合孔５ｄ
と係合部３とは緊締状態となってシャフト２にヘッド５が固定支持されるようになってい
る（図７参照）。
【００１３】
　このように、シャフト２に所望のヘッド５を選んで固定させるには、ナット部１１をボ
ルト部１０の先端に取り付けた状態で、シャフト２の先端をヘッド５側の係合孔５ｄに差
し込んでから、ヘッド５と例えばグリップ４とを持った状態で両者を回転できなくなるま
で相対回動させるだけで良く、これによって強い緊締力をもってヘッド５をシャフト２に
固定することが出来る。この場合に、強い緊締力をもっての固定は、ナット部１１をボル
ト部１０の軸方向に少し移動させるのみで良いから、ヘッド５とグリップ４とを少し回転
させるだけで十分な緊締力を得ることが出来る。
【００１４】
　しかもこのものでは、一本のシャフトに対し、ヘッドを別のものに取替えたいと思った
場合、ヘッド５を把持しつつ取り付けたときとは逆方向にグリップ４を少し回転させれば
前記緊締が解除されることになってヘッド５を簡単にはずすことが出来、さらに別のヘッ
ド６を取り付けることも簡単かつ短時間にできる。つまり、従来のように雄雌嵌合の螺子
止めで固定したものに比べてわずかな回転動作で強い緊締力を得ることが出来るため、ヘ
ッドの取替えが簡単に出来る。しかもこの強い緊締力を得た固定は、係合部先端部３ｂの
ナット部１１の螺入移動に伴う拡張により得られるものであるから、螺子部を雄雌嵌合し
て緊締する従来のものと比べて係合孔に多少のゴミが入っても固定に影響を与えることが
なく、確実なヘッド固定ができることになる。
【００１５】
　尚、本考案は前記実施の形態に限定されないことは勿論であって、要するにヘッド固定
手段は、シャフトの一端からシャフト軸方向に突出形成された係合部がシャフト外周方向
に拡張して係合孔の内周面を押圧することで固定するものであればよいのであって、ナッ
ト部は、ボルト部から離脱できないものに構成しても良く、また、係合部は、ヘッドをシ
ャフトに固定するために外径方向に拡縮するものであれば他の形状であっても構わない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】複数のパターに取替え可能なゴルフパターを示す概略図である。
【図２】シャフト先端の部品を示す分解図である。
【図３】シャフト先端に部品が組み付けられた状態を示す断面図である。
【図４】係合部を示す斜視図である。
【図５】ナット部を示す斜視図である。
【図６】（Ａ）は係合部が縮小した状態、（Ｂ）は係合部が拡帳した状態を示す断面図で
ある。
【図７】係合部が係合孔に係合した状態を示す断面図である。
【符号の説明】
【００１７】
　１　　ゴルフパター
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　２　　シャフト
　３　　係合部
　５ｄ　係合孔
　５　　ヘッド

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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